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出題分析 

試験時間  75 分 配点 150点 大問数 3題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

例年通り大問 3つで構成され，設問数も昨年と変わらなかった。出題形式については，今年

は史料問題や地図問題が扱われず，語句記述問題と正誤判定問題は昨年より増加し，年代判

定問題は昨年と同数だった。例年通り各時代から満遍なく出題されたが，古代史からの出題

がやや減少した。また，今年も文化史の出題は少なく，政治史に関する設問が目立った。語

句記述問題と正誤判定問題が増加したものの，今年は解答の難易度が高い設問が少なかった

ため，全体的な難易度は昨年よりやや易化したといえる。 

 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

Ⅰ 前近代の中国と中央

ユーラシア 

設問 1：（a）．一昨年の 2/6入試（大問Ⅰ）でも戦

国の七雄の位置を問う設問があったため，過去問

演習と復習を徹底していれば得点できたはずだ。

（c）．リード文 4段落目の「オアシス都市が点在

する（c）」をヒントに，3 のタリム盆地だと判断

できる。設問 7：Ｘ．公孫氏はやや細かい知識だ

が，消去法でも解答可能。設問 8：募兵制の採用

に伴い節度使が設置され，その節度使らが安史の

乱を起こしたため，②のあとは①→③となる。設

問 9：（ウ）・（オ）などは語句記述問題の対策を徹

底していたかどうかで差がついただろう。 

標準 

Ⅱ ヨーロッパ史 

（中世～近世） 

設問 1：（f）．オランダはバルト海沿岸地域から穀

物などを輸入し，ヨーロッパ各地の産品を輸出す

る中継貿易で繁栄した。設問 3：③は第 1 次ウィ

ーン包囲後の 1530 年代であり，①のレパントの

海戦（1571 年）より前である。設問 4・設問 6：

ニューファンドランドやヨークタウンについて

は，昨年の 2/6入試（大問Ⅱ）でも出題されたた

め，確実に正答したい。設問 5：（X）．（b）イタリ

ア南部も含まれていると知らなかった受験生も

いたはずだ。教科書等の地図を確認しておこう。 

やや易 
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Ⅲ 近現代アメリカ史 設問 1：（b）．おそらく 8のオスマン帝国を正答と

して想定していたのだろうが，23のドイツを（b）

に入れても文脈的に問題ない。8と 23いずれも正

答である。（i）．ベトナム（パリ）和平協定が 1973

年だとわかれば，迷わずに正答を導ける。設問 2：

（B）．（b）1964 年に公民権法が制定されたのち，

1968年にキング牧師は暗殺された。いずれもジョ

ンソン大統領の時代。（C）．（b）はジュネーヴ休

戦協定に関する説明。（E）．（a）パレスチナ解放

機構（PLO）が設立されたのは公民権法の制定と

同じ 1964 年であり，ジョンソン大統領の時代。

設問 3：（ア）・（ウ）・（エ）は基本事項であるため

確実に正答したい。（イ）．やや細かい内容。この

宣言によって連合国が発足し，ファシズム陣営

（枢軸国）との戦いという目的が示された。（オ）．

盲点だった受験生がいたかもしれない。第 1回会

議の開催地はスイスのジュネーヴ。設問文に「漢

字 8文字で」という指示があるため，UNCTADと書

かないように注意したい。 

やや難 

合格のための学習法 

同志社大学の入試世界史は，標準レベルの知識で解答できる設問が比較的多く，極端な難問

は少ない。それゆえ，ケアレスミスによる失点をいかに防ぐかがポイントとなる。昨年以降，

本日程では文化史関連の出題が少ないが，同志社大学の入試世界史ではほとんどの日程で文

化史の設問が一定数みられるため，過去問や資料集等を用いて万全に対策したい。また，語

句記述問題も毎年出題されるため，漢字用語を正確に書く練習をするのはもちろんだが，カ

タカナ用語の表記にも気を付けたい。近年，同志社大学は入試講評で受験生のカタカナ表記

に対する注意喚起を行っている。判別できない字は誤答とみなされる可能性もあるため，油

断しないようにしたい。加えて，同志社大学の入試は解答用紙が独特であるため，特に記号

問題は解答欄を間違えないように細心の注意を払ってほしい。 




